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□ 対象期間  2022年 1月～12月 

□ 発行日    2023年 2月 6日 

 

 

 

https://www.okayasu1935.co.jp 
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1.組織の概要 
 

 

組織の概要 

 

1. 事業者名及び代表者   オカヤス株式会社 

代表取締役  岡安 武蔵 

 

2. 創立年月日        1935 年 8 月 3 日 

 

3. 資本金           5,000 万円 

 

4. 所在地           〒343-0002 埼玉県越谷市平方 1004-2 

電話番号 048-979-0111  FAX 048-979-0211 

 

5. 事業内容          油脂製造業 

化粧品原料製造業 

食品添加物製造業 

医療用・一般用医薬品原末製造業 

飼料・肥料製造業 

天然物由来有用微量成分抽出精製事業 

一般貨物自動車運送事業(車両台数 7 台) 

(関自貨第 897号) 

 

6. 取り組み対象組織    「本社・工場」及び「全社・全従業員」 

 

7. 環境管理責任者      金原 将大  
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２．環境方針 

オカヤス株式会社は、社会の責任ある一員として、常に地球環境に配慮した事業活
動を行い、地球環境保全に自主的、積極的、継続的に創造性を持って改善に取り組
みます。 

活動指針 

1. 環境に配慮した製品の提供をめざします 
製品の研究開発から、製造、物流、営業、販売、廃棄に至るすべての段階に
おいて、環境に対する影響を予測し、環境に配慮した計画を策定し、実施しま
す。 

2. 低炭素社会をめざします 
地球資源の有限性を認識し、温室効果ガスの排出を抑え、資源を守ることに
よりカーボンニュートラル社会の実現に貢献します。省エネルギーの推進や
資源生産性の向上などにより二酸化炭素の排出を抑制します。 

3. 循環型社会をめざします 
廃棄物などの発生量抑制、資源の循環利用（再使用、再利用、熱回収、適正
処分）を推進し、限りある天然資源の消費を抑制します。 

4. 生物多様性に配慮します 
生態系の多様性・種の多様性・遺伝子の多様性に配慮し、生物多様性の包
括的な保全活動を継続して推進します。 

5. コンプライアンスを徹底します 
環境保全に関連する法律および社会規範を遵守します。また、社会からの要
請を含め、主体的、継続的により質の高い自主基準・規定を策定し遵守しま
す。 

6. 社会貢献活動に積極的に取り組みます 
広く社会とコミュニケーションを行い、良き企業市民として積極的、継続的に社
会貢献活動を推進します。「健康」「自然環境」「地域社会」の 3 つのキーワー
ドで、人々の健康に貢献する事業活動を推進します。 

7. 危機管理をさらに進めます 
環境への影響が懸念される緊急事故・非常事態に備え、適切な危機管理計
画を策定し、継続した活動を実施します。 

8. 環境経営方針を全社員に周知します。 

 

2018年６月 1日制定  

 オカヤス株式会社  

  

代表取締役 岡安 武蔵  
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３．EA21 実施体制 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
職名 

 

 
役割、責任及び権限 

 

代表者 

① 環境方針を策定する。 
② 環境管理責任者を任命する。 
③ 環境への取り組みに必要な人員配置、設備計画、費用、情報提供を適切に行う。 
④ 環境経営システムの全体的な評価と見直しを行い、改善指示を行う。 
⑤ 環境活動レポートの承認をする。 
⑥ 全従業員に対して、周知する。 
⑦ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする 

環境管理責任者 

① EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、運用、維持する。 
② 環境経営システムの実施状況を代表者に報告する。 
③ 環境レポートを作成する。 

環境管理副責任者 ① 環境管理責任者の補佐及び代行を務める。 

事務局 ① 環境責任者及び環境副責任者の補佐を行う 

部署責任者 ① 環境責任者からの指示を受けて実務の推進管理を行い、活動状況を確認する。 

全従業員 ① 環境方針を理解し、積極的・自主的に活動に取り組む。 

環境管理責任者

環境管理副責任者

事務局

①業務部、営業開発部

環境担当者・環境副担当者

②研究・品質・品証室

環境担当者・環境副担当者

③物流管理部

環境担当者・環境副担当者

④環境管理部

環境担当者・環境副担当者

⑤製造部機能性油脂課

環境担当者・環境副担当者

⑥製造部機能性素材課

環境担当者・環境副担当者

⑦製造部OEM事業課

環境担当者・環境副担当者

代表取締役
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４．環境経営目標 
 

 
 

 

 

項目／年度 

 

単位 

2021年 

基準年度 

 2022年 

目標値 

実績 

 2023年 

目標値 

 

 2024年 

目標値 

 

2025年 

目標値 

 
 
 
 
 
 
１ 

 
CO２排出量削減 
(毎年１%削減目標) 

 
kg-
CO2 

 

1,269,595 

1,256,899 

1,299,528 

 
1,244,203 

 

1,231,507 

 

1,218,811 

電気使用量削減 
(毎年１%削減目標) 

kWh 
 

1,239,994 

1,227,594 

1,326,547 

 

1,215,194 

 

1,202,794 

 

1,190,394 

化石燃料削減 

(ガソリン、軽油) 
(毎年１%削減目標) 

ℓ 
 

83,489 

82,654 

85,308 

 

81,819 

 

80,984 

 

80,149 

 

都市ガス削減 
(毎年１%削減目標) 

㎥ 
 

227,059 

224,788 

220,458 

 

22,518 

 

220,247 

 

217,977 

２ 
産業廃棄物削減 

（廃プラ） 
(毎年１%削減目標) 

kg 
 

6,530 

6,465 

6,930 

 

6,399 

 

6,334 

 

6,269 

３ 
 

一般ごみ 
(毎年１%削減目標) 

kg 
 

8,813 

8,725 

9,360 

 

8,637 

 

8,548 

 

8,460 

４ 
 

総排水量 
(毎年１%削減目標) 

㎥ 
 

11,028 

10,918 

10,619 

 

10,807 

 

10,697 

 

10,586 

５ 化学物質量管理の徹底 ℓ 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 

６ 
グリーン購入 

(毎年１件以上購入目標) 
件 3件 1件 

1件 
1件 １件 1件 

７ 
製法の改善 

(毎年１件以上目標) 
件 1件 1件 

2件 
1件 1件 1件 

８ 
製法の改善 

件 1件 1件 1件 １件 1件 

９ 食品リサイクル率 ％ 100 100 100 100 100 
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5．2022年の取り組み結果と自己評価 

NO. 目標項目 
目標内容 
（2021年度） 単位 

2022年 

 

評価と達成理由  
目標 実績 

 

 

 

１ 

CO２排出量削減 1％削減
（1,273116kg-CO₂） 

kg-CO2  1,256,899 1,299,528 × 

 

目標未達成となったが、特に都市ガ

ス使用量削減対策として、①効率の

良いボイラー稼働②排熱再利用に

取り組み、効果が確認できた。 

電気使用量削減 1％削減     
（1,239,994kWh） 

kWh 1,227,594 1,326,547 × 

目標未達成であるが、社員一人一

人の節電意識の向上が見受けられ

た。来年は目標達成すべく更なる節

電意識の向上に取り組んでいく。 

化石燃料削減 
(ガソリン、軽油) 

1％削減    
（83,489ℓ） 

ℓ 82,654 85,308 × 
ガソリン使用量は昨年より削減でき

たが、軽油使用量は運搬距離の増

加により目標未達成となった。 

都市ガス削減 1％削減   
（227,509 ㎥） 

㎥ 224,788 220,458 〇 
目標値より 1%削減出来た。蒸気漏

洩時の早期修繕、効率の良いボイラ

ー稼働は評価できる。 

２ 産業廃棄物削減 
（廃プラ） 

1％削減   
（6,530kg） 

kg 6,465 6,930 × 
目標未達成ではあるが 8 品目の廃

棄物を有価物に変換した。来年は目

標達成すべく 3R活動に取り組む。 

３ 一般ごみ 1％削減   
（kg） 

Kg 8,725 9,360 × 
目標未達成ではあるが、社員の分

別意識向上は見受けられた。更なる

分別意識の向上を目指す。 

４ 総排水量 1％削減    
（11,028 ㎥） 

㎥ 10,918 10,619 〇 

目標値より 2％削減できた。排水処

理水を有効活用したことが大きな要

因と考えられる。来年は節水意識向

上を課題として取り組んでいく。 
 

化学物質使用量管理 適正管理 ℓ 適正管理 適正管理 〇 
今後も適正管理を維持する。 

６ グリーン購入 1件増加 件 １ 1 〇 
事務用品において新たに 1 品目グ

リーン商品を購入した。 

７ 製法の改善 
 

１件改善 件 １  〇 

FO課において 2 件の製法改善

を実現した。 

 

食品リサイクル 100％ ％ 100 

 

  100 

 
〇 

引き続き現状維持する。 

《評価と考察》 

2022年においては前年目標未達成となった産業廃棄物及び総排水量の削減に力を入れて取り組んできた中で

各々有効な対策を講じ、その効果が確認できた。産業廃棄物においては目標未達成となったが、2023年は新たに

3R活動に取り組み目標達成を目指す。昨今、環境問題・エネルギー問題を取り巻く状況がめまぐるしく変化する

中で動向を注視し、状況変化に応じて柔軟に対応できるよう計画的に活動していく。 

《環境管理責任者 金原》 

注)1  CO2排出係数は東京電力 0.455 kg-CO2／kWhにて算定 

 

 

８ 

 

５ 

達成 

2 
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6．2022年度の環境活動計画と 

達成状況及び次年度の活動 
 

 

管理項目 活動内容 チェック 次年度 責任者 

CO2排出量 

（電力）削減 

１．節電の教育 

(各部署の電気使用量の可視化) 

(不要な照明の消灯) 

〇 継続 
各部署責任者 

２．エアー漏れの早期対応、点検、修繕 〇 継続 

CO2排出量 

（化石燃料）削減 

１．エコ運転教育 

  （急加速・急停車の防止） 

  （効率的な配送ルートの構築） 

  （冷暖房を控え目に使用） 

 

 

〇 

 

 

継続 
各部署責任者 

２．フォークリフトの効率的な使用 〇 継続 

CO2排出量 

(都市ガス)削減 

１．蒸気漏れの早期対応、点検、修繕 〇 継続 
各部署責任者 

２．ボイラーの効率良い運転 〇 継続 

廃棄物排出量の削減 

１．産業廃棄物の分別の教育、徹底 〇 継続 環境管理責任者 

２ 資材の適正管理 〇 継続 各部署責任者 

一般ごみ １．分別の徹底 
 

〇 

 

継続 

 

各部署責任者 

水使用量の削減 

１．配管漏れの確認、点検、修繕  〇 継続 各部署責任者 

２．節水の徹底 〇 継続 環境管理責任者 

化学物質の適正管理 １．化学物質使用量の把握 〇 継続 環境管理責任者 

グリーン製品の購入 
１．グリーン製品購入の検討 〇 継続 

各部署責任者 

２．事務用品の購入はエコ商品を優先する 〇 継続 

製法の改善 １．引き続き検討する 〇 継続 各部署責任者 

食品リサイクル率 １．生産設備の適正管理を継続する 〇 継続 担当部署責任者 

チェック：〇出来た △多少出来た ×出来なかった 
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7．環境関連法規等、遵守状況 
 

                                                    

（１）環境関連法規に関する遵守状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２）訴訟の有無 

関連法規等の遵守状況確認の結果、過去３年間違反並びに訴訟はありません。 

 

法令名称 遵守状況 

① 消防法 遵守 

② PRTR法 遵守 

③ 工業用水法 遵守 

④ 廃棄物処理法 遵守 

⑤ 浄化槽法 遵守 

⑥ 労働安全衛生法 遵守 

⑦ 水質汚濁防止法 遵守 

⑧ 食品リサイクル法 遵守 

⑨ 騒音規制法 遵守 

⑩ 大気汚染防止法 遵守 

⑪ 工場立地法 遵守 

⑫ フロン排出抑制法 遵守 
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8.環境保全活動 

 

遊水地清掃（4 月、10 月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場外周美化活動（毎月１回実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火器使用訓練（11 月実施） 
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9．代表者による評価と見直し記録 

 
 

 

 

コロナや昨今の世界情勢の影響から、世界的にエネルギーコストがかつてないレベルへ高騰している。

このような状況の中、環境経営システム運営の重要性は高く、その管理はエコアクション 21の取り組み

により大きく向上され、経営面に貢献している。次年度は確かな成果が得られるよう現システムを見直し

て運用することとし、全社員で環境経営管理に取り組み省エネ活動を行っていく。具体的には廃棄物量

の大幅な低減、リサイクル率の向上とし環境関連の法規、コンプライアンス遵守の取り組みを強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施者 

岡安 武蔵 

項 目 代表者による評価と見直し 

環境目標の達成状況、 
環境活動計画の実施状況 

明確な目標を設定し、各種の業務効率化を進めていたが、想定外の注文

が入りその対応として製造稼働時間が延びたことから、二酸化炭素排出

量、電気、燃料使用量は削減目標未達となった。ガス使用量について

は、蒸気漏洩時の早期修繕、効率の良い稼働により削減目標を達成でき

た。昨今では世界的に環境やエネルギーを取り巻くコスト状況が高騰して

いる。そのような中で、企業として生き残るべく、これまでの動向を注視

し、いままで以上に環境・エネルギー面については削減に向けた活動を

徹底して行っていく必要がある。計画的な活動ができ、確かな成果が得ら

れるよう現状のシステム見直しを含めて指導していく。 

法規の遵守状況 
最新の法規関連の情報収集を行うとともに法規の遵守を保ちつつ、適切

な対応を行うこととする。 

外部からの苦情・要望 
定期的に外周清掃、工業団地内の企業と協力し共有エリアの清掃作業

を実施し、近隣住民とも良好の関係づくりに配慮した。引き続き外部の環

境維持についても注力し、外部から指摘・要望等あった場合は速やかに

対応していく。 

≪評価期間：2022年 1月～12月≫ 

◇代表者の総括◇

柿 

◇集めた情報と評価◇ 


